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溶液および界面の振動分光学 
Vibrational Spectroscopic Study of Solution and Surface Chemistry 
―赤外分光法による Nafion 膜中に存在する水分子の水和構造の解明― 











温度可変の透過型セルに Nafion膜を固定し，赤外スペクトルを測定した．測定は 25 °Cおよび，60 



















減少し，新たに 1414 cm-1 と 906 
cm-1にバンドが現れ，140 °Cまで
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Fig. 2. (a) 60 °Cと 140 °Cにおける平衡状態での赤
外スペクトル (b)量子化学計算により得られた，
(i) PFES と(ii)PFESの 1水和環状体の計算スペク
トル 
Fig. 3. PFESの 1水和環状体の最適化構造 
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